
ＮＰＯおかやま犯罪被害者サポート・ファミリーズの活動について 

 

【団体の概要】●所在地：岡山市 ●代表者：川崎政宏 ●設立：２００５年２月 

●目的：犯罪被害者遺族を中心に設立された犯罪被害者支援組織であり、①電話相談、②

自助グループ活動、③直接支援活動、④広報啓発活動（遺族が学校に出向いて行う「命の

授業」）を柱に７年間地域活動を続けている。 

●活動概要：遺族が地域で語れないまま、孤立している状況を改善するための「つながり

の場」を大切にし、そこに集う声を行政に届け協働事業を展開してきた。正会員２５名、

賛助会員６０名で、代表川崎は弁護士、副代表高橋は精神科医。正会員の電話相談ボラン

ティア２０名のうち１２名が自殺防止電話活動に関わっている。 

 平成１９年４月から、①自死、突然死遺族のための電話相談を併設し、同年８月から②

大切な人を亡くした人のためのグリーフ・ミーティング（毎月第４土曜）を立ち上げ、自

死遺族の集いの保健所での立ち上げに協力し、③暴行を苦に子どもが自殺した方の裁判支

援、自殺か交通事故か判明しないご遺族の警察付添、家族が事件性の疑われる自殺に遭遇

した遺族の支援などを行うなかで、「自死遺族支援」という枠組みだけでは支援の手が届か

ない遺族の存在に気づき、広く死因を問わない遺族支援へと活動の幅を広げ、④中学校・

高校へ犯罪被害者遺族が出向く「命の授業」においても、いじめや自殺の問題にも触れ、

子どもたちのグリーフケアの大切さを説いている。県内自殺対策連絡会議などへの参加、

保健所主催の自死遺族の分かち合いの会への協力、岡山いのちの電話協会主催の自殺予防

シンポジウムにもパネラー参加協力している。平成２２年から２４年にかけて厚労省自殺

防止対策補助事業として「「グリーフワーク」と「命の授業」を核にした地域における自殺

対策モデルの構築事業」を実施中。 

 

【自殺総合対策大綱改定に向けての意見】 

● 心の健康づくり活動について、精神保健福祉センター、保健所等が地域の相談窓口と

して広く知られ、気軽に利用できることが大切と思う。特に、「遺族相談」など事故対応

と自殺予防が密接に関連する相談については、なかなか相談に行きづらい当事者のための

「訪問支援」なども含めた地域連携ができることがのぞましい。グリーフワーク、グリー

フケアについての認知度を高めることも大切に思う。 

● 社会的な取組として、地域における相談体制は、相談窓口がばらばらであり、連携も

十分できていないので、「自殺防止」の観点から相談窓口担当者レベルの顔の見えるネット

ワークを地域で構築していく必要がある。現在、実施されている「寄り添いホットライン」

のように、既存の高齢者、子ども、ホームレス、障がい者等の支援団体が実践している電

話相談、同行支援とのネットワークや公的機関との連携により、地域のセーフティネット

を作っていく必要を感じる。 
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